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時には倍量施肥区は95％，標準施肥区　91％とかなり高

い牧草率となり，野草の減退が著しく，土壌改良資材区

で70％の牧草率を示している。第3回放牧時には肥料効

果の低下にともない牧草率は若干低下した。

過放牧区は，地表擾乱　ストッキングと1力α当りのべ

160茄の家畜導入後2回の放牧を行なった。第1回放牧

時の牧草率は倍量施肥区58％，標準施肥区56％，土壌改

良資材区38％と第1回目から高く，第2回目の放牧時に

はさらに倍量施肥区86％，標準施肥区79％，土壌改良資

材区65％と牧草率は良好であった。

以上の結果からみると，播種前後の家畜の導入は第1

回目から高い牧草率を示し，野草抑圧ならびに牧草の定

着効果が大きいが，回数経過にともない放牧回数が進む

につれて無処理区との間の差は縮少された。

施肥条件による牧草導入効果は多施肥区ほど高く，野

草との競合を有利にする。

6　む　　す　　ぴ

1．雑木伐採跡地（下草は主としてササ哩野草草地）

への迫播による簡易牧草化に対する施肥および家畜の導

入の影響を検討した。

2．その結果施肥，播種前後の家畜導入の有無は牧草

野草を含む草の総生産量にあまり菰著な影響をおよばき

なかったが，植生の質的な乱つまり野草と牧草の比率

に作印し，牧草の導入を有利に導くことが認められた。

3．施肥量は生革収量に大きくえいきょうし，施肥量

の多い区ほど牧草の比率が顕著に増大する。

4．したがって，ササ型野草地への牧草導入を有利に

導くためには施肥，播種後の家畜の導入がかなり有意な

効果を示した。また肥料に対しても多く施すことにより

牧草の再生力を助長し，野草との競合を有利に導くもの

であることが認められた。

草地の草種構成におよぼす刈取法の影響

小　　針　　久　　典

（岩手県畜試）

1ま　え　が　き

混播草地における草種構成とりわけいね料牧草とまめ

科牧草の割合は家畜に対する飼料給与の面並びに草地の

維持管理の面で重要な意味をもっている。混播草地の草

種構成は諸種の条件によって変動し，これを維持するこ

とはなかなか困難なことである。これらの変動要因の一

っである刈取法の差が草種構成にどのような影響をおよ

はすものであるか試験した。

2　試　験　方　法

1．供託草地：イタリアソライグラス0・07毎／α，オー

チャードグラス0．2的／α，ラジノクローバー0・05的／

8，昭和38年4月20日撒播の混撤草地。

2．試験区の配列および区制：乱塊法3反覆

3．′ト区面前：2mX2m

4．試験区の種額：低早刈区，低遅刈区，高早刈区．

高道刈区。低刈りは地上5cm札高刈は地上10用刈り，

早刈りは観察による刈取適期と思われる時期に比べ早目

に刈取り，遅刈りは適期刈りよりやや遅い刈塀りとした。

5．施肥量：第1表のとおりであるっ

6．調査項目：草丈．生草収量，草種構成

3　試験結果および考察

1．生育調査

刈取時期別の草丈は第2表のとおりである〕

オーチャードグラスは低早刈りが故も低く，次いで高

早刈り，低遅刈りが続き高遅刈りが最も高い草丈推移を

示した。

ラジノクローバーは低早刈りが最も低く，低遅刈り，

高早刈りと高くなり，高遅刈りが最も高くなっている⊃

オーチャードグラスに対するラジノクローバーの草丈

比は第3表のとおりである。低刈区ではオーチャードグ

ラスに対するラジノクローバーの草丈，再生速度が相対

的に高まって行く憶向がみられる。

2．生草収量と草種構成

刈坂時期別の生草収量および事態構成は第4表および

第1図のとおりである。
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第1表　施　肥　量　（a一物）

区別座料成可早春 1酬l2番申酬l4番叫5酬巨番刈l合計尾篭甜窒 備　　　　　　　　　考

低 N 1．0 1．0 0．5 0．9 0．45 0．4 5 4 ．3 0 ．60

早
刈
P 2 0 5
K 2 0

3 ．0
1．0

1．0 0．5 0．9 0．45 0 ．45
0 ．4 5

3 ．4 5

4 ．3

0 ．4 8
0 ．60

低

遅
刈

N

P 2 0 5
K 2 0

1．0

3．0
1．0

1．0

1．0

0．8

0．8

0．7

0．7

0．55

0 ．55
i O ・45

■ 】

】

】

4．0 5

3 ．55
4 ．0 5

0 ．53
0 ．47

0 ．53

高 N 1．0 0．5 0．5 0．5 0．45 0 ．45 0 ．3 3 ．7 0．6 1
早 P 2 0 5 3 ．0 3 ．0 0．50
刈 K 2 0 1．0 0 ．5 0．5 0．5 0．4 5 045 0 ．3 3 ．7 0．6 1

高

遅
刈

N
P 2 0 5
K 2 0

1．0
3 ．0

1．0

0．5

0．5

0．4

0．4

0．75

0 ．75

0 ．5

0 ．5

0．3

0．3

3．45
3 ．0

3 ．45

0．6 0

0．5 2
0．6 0

N：尿素
P205：早春は熔燐，過石を
半量づつ追肥は過石
K20：塩加
CaO：各区成分2軸を炭加で
早春施用

第2表　草丈の推移（e拡）　0：オーチャードグラス

L：ラジノクローバ

、＼、刈取時
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第3表　草丈比（ラジノ／オーチャード草丈×100）

1番叫2画3酬l4酬l5酬l矧硬

6　　　　　7　　　　　8　　　　　9

月　　　　　日　　　　　月　　　　　R

第1図　ま　め　料　率

全収量の推移は草種の大半をしめるオーチャードグラ

スの収量の推移に相対応している。刈額時期別のまめ科

収量は年間を通して（高遅刈りの3番刈りを除き）あま

り大きな変動を示さなかった。

年間全収量は高遅刈り＜高早刈り＜低遅刈りの方が多

収を示している。しかし施肥量1軸こ対する生革収量は

NとK20とについては，低遅刈区を除いて，各区はば

同様であり，燐酸についても各区同様となっている（第

1表）。

オーチャードグラスの各処理ごとの年間収量は全収量

とほぼ同様の傾向を示した。

ラジノクローバーの年合計収量は高早刈り＜低早刈り

＜高遅刈り＜低遅刈りの順に多収であり，早刈りに比べ

遅刈りの方が多収になっている。刈取り高さでは低刈の

方が多収となっている。

年間合計収量からまめ料率を求め比較すると高早刈り

＜低早刈り＜低遅刈り＜高遅刈りの順に高くなってお

り，概して早刈りより遅刈りの方が積め料率が高い憤向

を示した。これは早刈区の刈取り間隔がやや短か過ぎ，

クローバーの再生態勢が不十分であったためと思われ

る。

まめ料率の推移をみると，低刈区は初期の増加は少な

いが，盛夏期を越すと増加率が大きくなる傾向を示し，

しかも早刈りをすると遅刈りに比べ増加率が上廻る慣向

がみられる。

高刈区は早刈遅刈区とも，まめ料率は一旦増加するが

盛夏期を越えると増加率が低下する傾向を示す。しかし

遅刈りは早刈りに比べ増加率は′トさくまめ料率の減少を

招く傾向さえみられる。

草丈比と時期別まめ料率との相関をみると，草丈比が

大きいほどまめ料率が大きいという傾向が見られるが．

非常にノてラツキは大きい。

3．再生速度

まめ料率の変動の原因である再生速度の変化は主とし

て，1日当りの草丈の伸びと草丈le耽当りの再生量の増

加に左右されると考えられる。草丈lc花当りの再生量の
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第　4　表　　刈取時期別生草収壷及び草種構成（a一幅）
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大小は一定面鏡当りの茎葉の重量増加の大′」、と考えられ

再生密度と換言出来よう。

丙革種の時期別再生速度，1日平均再生草丈，再生草

丈lc花当平均再生量，オーチャードグラスに対するラジ

ノクローノミ－の草丈lC郡当再生量の比率ならびにまめ料

率を示したのが第5表である。両草種の草丈le庇当平均

再生量の比率と時期別まめ料率との相関を示したのが第

2図である。両者の間には密接な相関が認められ，した

がって，まめ料率の変動は両草種の草丈の相対比と多少

関連はあるとしても，これ以上に丙草種の単位草丈当再

生量の相対比つまり丙草種の再生密度の相対的変動に左

右されたものと考えられる。したがって本試験の場合刈

取法が草踵構成におよぼした影響は，主として，刈取法

の差異が岡草種の茎葉の再生密度に影響をおよぼした結

果として現われたものと考えられる。個々の処理区につ

いて考察してみると．
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第2国　単位草丈当り再生比（マメ科／イネ科）とまめ料率

草機の生育がほぼ最大に達していたためと思われ，高刈

区に比べ再生態勢上有利であったと思われる。また，早

刈のため低遅刈りに比べて枯死茎葉の発生も比較的少な

く，その上，低刈自体は一般にオーチャードグラスの再

生に不利であるため，低早刈を続けて行くと，ラジノク
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第　5　表　　再生速度・日平均再生単位草丈当再生量・再生比

ローバーの再生速度は草丈比の面でも，単位草丈当再生

量の面でも増加して行き，まめ料率は次第に増加して行

ったと考えられる。

t21低遅刈区：刈取間隔は最も長くしたがって1日当再

生草丈は最も短かく，生育段階は最も進んでおり，他区

に比べ再生態勢は有利であった。一方早刈りに比べ刈取

間隔が長過ぎるため，枯死茎葉の発生を見たり，ラジノ

クローバーがオーチャードグラスに蔭証される程度も破

くなり，ラジノの再生に不利の面も出てくる。一方低刈

はオーチャードグラスの再生に不利に拗らき，結果的に

草丈比は次第に大きくなる債向がみられた。このような

条件が絵合されて低早刈りに次いでまめ料率の増大が促

がされたと考えられる。

（3I高遅刈区：高早刈区に比べ刈額間隔は長く，1日当

再生草丈は短かく，生育は高早刈区より進んだ状態で刈

取られる。一方，低刈りに比べると刈取間隔は短かく，

再生態勢は劣っているものと思われる。しかも高刈りの

ため，ラジノクローバーの再生はオーチャードグラスの

再生に比べ相対的に不利になる。

（4I高早刈区：刈取間隔は最も短かく，1日当再生草丈

は最長で，まだ生育途上にあって再生態勢は不利であ

る。また高刈りのためオーチャードグラスに比べラジノ

クローバーの再生は不利になる。このような条件が重な

り，ラジノクローバーの再生速度は相対的に低下してゆ

き，ほか3区に比べまめ料率は最も低くなったと考えら

れる。

4　要　　　　　約

刈取法が混播草地の草種構成におよぼす影響をまめ料

率の推移を「卜むに検討した。

1　まめ料率の推移は丙草種の再生速度の変化にともな

って推移して行くが，草丈の再生速度のずれ（草丈比）

に基づくものよりも，両草種の単位草丈当り再生量（再

生密度）の相対比の変動による影響の方が頚かった。

2　低刈りを続けるとラジノクローバーの再生速度は次

第に大きくなり，低刈りはまめ料率を高める傾向がみら

れた。

3　刈板時期の早晩に基づく影響は刈収高さによって，

その現われ方が異なる様相を示した。


